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ん
、
以
下
胃
が
ん
、
膵
が
ん
、
肝
臓

が
ん
と
続
き
ま
す
。
消
化
器
外
科
は
、

が
ん
死
亡
原
因
の
上
位
を
占
め
る
多

く
の
悪
性
腫
瘍
の
治
療
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
、
食
生
活
の
変
化
に
よ

り
、
日
本
人
の
大
腸
が
ん
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
特
に
女
性
で
は
、

死
亡
原
因
の
１
位
が
大
腸
が
ん
で
あ

り
、
定
期
的
な
健
診
に
よ
る
早
期
発

見
が
重
要
で
す
。

　
当
科
で
は
日
本
内
視
鏡
外
科
学
会

技
術
認
定
医
（
沖
田
浩
一
部
長
）
を

中
心
と
し
て
、
侵
襲
の
少
な
い
腹
腔

鏡
下
手
術
を
原
則
と
し
て
い
ま
す（
図

１
）。
周
囲
へ
の
拡
が
り
が
疑
わ
れ
る

進
行
が
ん
で
は
、
開
腹
手
術
を
選
択

し
、
徹
底
し
た
切
除
を
行
い
ま
す
。

ま
た
肝
臓
へ
の
転
移
が
同
時
に
発
見

さ
れ
た
進
行
が
ん
に
対
し
て
は
、
可

能
で
あ
れ
ば
同
時
に
肝
切
除
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
化
学
療
法
（
抗
が
ん
剤
治
療
）
は
、

　
消
化
器
外
科
は
、
食
物
の
通
り
道

（
食
道
・
胃
・
小
腸
・
大
腸
）
や
消
化

に
関
わ
る
臓
器
（
肝
臓
・
膵
臓
・
胆
道
）

の
疾
患
の
治
療
を
行
い
ま
す
。
当
科

で
扱
う
主
な
疾
患
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
日
本
人
の
死
亡
原
因
は
悪
性
腫
瘍

（
が
ん
）
が
最
多
で
あ
り
、
部
位
別
に

は
１
位
　
肺
が
ん
、
２
位
　
大
腸
が

最
新
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
た
治

療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。
近

年
、
使
用
す
る
薬
剤
の
選
択
肢
が
増

え
て
お
り
、
年
齢
、
活
動
性
、
生
活

様
式
に
合
わ
せ
た
治
療
方
法
を
提
案

し
、
患
者
さ
ん
の
要
望
に
柔
軟
に
対

応
で
き
る
治
療
体
制
を
と
っ
て
い
ま

す
。

　
胃
が
ん
治
療
に
お
い
て
は
外
科
治

療
（
手
術
）
が
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
近
年
、
腹
腔
鏡
下
手

術
が
普
及
し
て
お
り
、
早
期
胃
が
ん

で
は
腹
腔
鏡
下
胃
切
除
を
基
本
と
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
リ
ン
パ

節
な
ど
へ
の
転
移
が
疑
わ
れ
る
進
行

が
ん
で
は
定
型
的
手
術
に
加
え
、
手

術
前
・
後
の
化
学
療
法
（
抗
が
ん
剤

治
療
）
を
併
用
す
る
治
療
も
積
極
的

に
行
い
、
常
に
最
新
の
情
報
を
取
り

入
れ
な
が
ら
長
期
生
存
に
繋
が
る
治

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
早
期
発
見
の
た
め
に
は
、
定
期
的

な
内
視
鏡
検
査
が
重
要
で
す
。

　
膵
臓
の
手
術
は
、
難
易
度
の
高
い

手
術
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
当

科
で
は
切
除
に
よ
り
治
癒
が
期
待
で

き
る
場
合
は
、
血
管
合
併
切
除
な
ど

高
難
度
手
術
と
手
術
前
・
後
の
化
学

療
法
（
抗
が
ん
剤
治
療
）
を
組
み
合

わ
せ
た
集
学
的
治
療
を
行
い
、
従
来

の
膵
が
ん
治
療
に
比
較
し
て
よ
り
長

期
の
生
存
期
間
を
得
て
い
ま
す
。 

消
化
器
外
科

■
胃
が
ん

■
膵
が
ん

■
大
腸
が
ん

診
療
最
前
線

図１　腹腔鏡下手術
図 2　当院における最近 3 年間の
　　　化学療法（抗がん剤治療）実績

膵がん

胃がん
大腸がん

235人

346人
972人

3疾患の化学療法（抗がん剤治療）の
延べ人数　（入院・外来） 1,553人

2013年～2015年
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膵
が
ん
は
早
期
発
見
が
難
し
い
病

気
で
す
が
、
人
間
ド
ッ
ク
で
膵
臓
の

異
常
が
指
摘
さ
れ
た
方
の
精
密
検
査
、

定
期
診
察
も
外
来
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
関
連
の
肝
が
ん

に
加
え
て
、
脂
肪
肝
炎
な
ど
に
発
生

す
る
肝
が
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。
肝

臓
は
「
沈
黙
の
臓
器
」
と
呼
ば
れ
、

無
症
状
の
う
ち
に
が
ん
が
発
育
す
る

た
め
、
巨
大
な
腫
瘍
と
し
て
発
見
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
図
３
）。
巨

大
な
肝
が
ん
に
対
し
て
は
、
肝
切
除

が
唯
一
、
根
治
が
期
待
で
き
る
治
療

方
法
と
な
り
ま
す
。
当
科
で
は
日
本

肝
臓
学
会
肝
臓
専
門
医
（
中
田
岳
成

統
括
部
長
）
を
中
心
に
、
安
全
な
肝

切
除
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
肝
切
除

は
手
術
関
連
死
亡
の
高
い
高
難
度
手

術
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の

診
療
体
制
に
な
っ
て
以
降
、
当
院
で

は
手
術
関
連
死
亡
ゼ
ロ
を
継
続
し
て

お
り
ま
す
。

　
消
化
器
が
ん
の
治
療
期
間
を
通
じ

て
心
療
内
科
、
歯
科
口
腔
外
科
と
の

連
携
、
認
定
看
護
師
、
薬
剤
師
に
よ

る
説
明
、
栄
養
指
導
・
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
体
力
、
免
疫
力
の

維
持
へ
の
取
り
組
み
、
各
種
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
多
職
種

に
よ
る
チ
ー
ム
医
療
「
が
ん
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携
し
、
患
者
さ

ん
本
人
、
そ
の
ご
家
族
の
サ
ポ
ー
ト

を
継
続
し
ま
す
。

○
悪
性
腫
瘍
以
外
の
疾
患
の
治
療
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す

　
健
診
な
ど
で
胆
の
う
に
結
石
（
胆

石
）
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
方
は
多
い

と
思
い
ま
す
。
み
ぞ
お
ち
の
辺
り
や

右
上
腹
部
に
痛
み
が
あ
る
場
合
は
胆

の
う
摘
出
術
の
適
応
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ひ
ど
い
炎
症
が
起
き
て
い
な
け

れ
ば
創
の
小
さ
な
腹
腔
鏡
下
胆
の
う

摘
出
術
、
短
期
間
の
入
院
で
治
療
が

可
能
で
す
。

　
急
性
胆
の
う
炎
を
発
症
し
、
救
急

車
で
搬
送
さ
れ
た
場
合
な
ど
は
、
緊

急
手
術
の
適
応
に
な
り
迅
速
な
外
科

的
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
（
図
４
）。

　
い
わ
ゆ
る
「
脱
腸
」
で
す
。
本
来

な
ら
お
腹
の
中
に
あ
る
は
ず
の
腹
膜

や
腸
の
一
部
が
、
そ
け
い
部
（
足
の

つ
け
根
）
の
筋
膜
の
間
か
ら
皮
膚
の

下
に
出
て
く
る
病
気
で
、
そ
け
い
部

の
腫
れ
、
痛
み
を
自
覚
し
ま
す
。
当

科
で
は
メ
ッ
シ
ュ
（
人
工
補
強
材
）

を
使
っ
た
腹
腔
鏡
手
術
を
原
則
と
し

て
お
り
、
短
期
間
の
入
院
で
の
治
療

が
可
能
で
す
。
腹
腔
鏡
手
術
は
、
創

の
痛
み
が
少
な
い
た
め
、
早
期
職
場

復
帰
、
通
常
の
日
常
生
活
が
可
能
で

す
（
図
５
）。

　
以
上
、
代
表
的
な
疾
患
を
挙
げ
ま

し
た
が
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
様
々
な

疾
患
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
急
に
出
現

し
た
腹
部
症
状
は
、
手
術
が
必
要
な

疾
患
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
今
年

３
月
に
整
備
さ
れ
、
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
し
た
救
急
外
来
と
連
携
し
、
救

急
対
応
に
お
い
て
も
安
心
・
安
全
を

心
掛
け
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
役
立
つ

存
在
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
消
化
器
外
科
統
括
部
長
　
中
田
岳
成
）

■
肝
が
ん

■
そ
け
い
部
ヘ
ル
ニ
ア

■
胆
の
う
結
石
症
・
胆
の
う
炎

■
が
ん
治
療
中
の
サ
ポ
ー
ト

図 3　巨大肝細胞がんのＣＴ画像

図 5　ヘルニア手術創の比較
（上：従来法、下：腹腔鏡）

図４　知らないうちにこんな石が

炎症を起こした胆嚢


